
　

３
月
１１
日
、
ダ
ン
プ
の
過
積
載

問
題
で
、
県
庁
で
国
・
県
の
関
係

部
署
・
業
界
団
体
・
建
交
労
沖
縄

ダ
ン
プ
も
含
め
一
堂
に
集
ま
り
関

係
者
協
議
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

　

県
の
武
村
勲
土
木
企
画
統
括
監

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
「
交
通
安

全
の
た
め
、
過
積
載
防
止
へ
行
政

と
業
界
団
体
が
連
携
し
て
取
り
組

む
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
も
公
共
工
事
の
労
務
費
を
年

に
２
回
引
き
上
げ
を
実
施
し
ま
し

た
」
「
県
議
会
で
も
ダ
ン
プ
の
過

積
載
問
題
と
単
価
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
今
回
、
関
係
者
の
協
議

の
場
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
報
告
。
沖
縄
ダ
ン
プ
か
ら
は
「
過

積
載
を
根
絶
す
る
為
に
は
運
搬
単

価
の
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
過
積
載
問
題
は
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な

り
ま
し
た
。
警
察
も
過
積
載
は
重

大
事
故
に
結
び
つ
く
と
し
、
各
生

コ
ン
工
場
に
『
警
告
書
』
も
送
付

し
て
い
ま
す
。
更
に
、
国
か
ら
業

界
団
体
に
対
し
『
過
積
載
防
止
の

通
達
』
を
出
し
て
い
ま
す
が
積
荷

が
少
し
減
っ
た
だ
け
で
過
積
載
は

今
も
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
過
積

載
を
根
絶
す
る
為
に
は
、
①
生
コ

ン
業
界
の
適
正
化
・
健
全
化
を
早

急
に
図
り
、
定
量
積
み
で
生
活
で

き
る
運
搬
単
価
の
確
立
す
る
こ
と

で
す
。
②
内
閣
総
理
大
臣
が
責
任

を
持
っ
て
い
る
『
全
国
交
通
安
全

運
動
』
で
は
平
成
６
年
４
月
２０
日

の
建
設
省
通
達
を
建
設
業
者
・
生

コ
ン
業
者
・
砕
石
業
者
に
徹
底
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄

県
民
の
命
を
悲
惨
な
事
故
か
ら
守

る
為
に
も
、
関
係
業
界
に
対
す
る

指
導
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
要
請
内
容
を
説
明
し
、
各
団
体

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ま
と
め
で
、
武
村
統
括

監
は
「
問
題
点
を
共
有
し
、
解
決

へ
の
方
向
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
個
別
の
調
整
も
進
め
て
早

期
解
決
に
向
け
、
県
と
し
て
橋
渡

し
役
が
で
き
る
よ
う
協
力
し
た
い
」

と
県
が
仲
介
役
と
な
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
（
日
）
埼
玉
県
戸
田
市

内
で
、
第
１０
回
全
国
ダ
ン
プ
合
材

委
員
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

４
支
部
か
ら
１０
職
場
分
会
、
２７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

矢
具
野
卓
哉
事
務
局
長
が
議
案

提
案
を
お
こ
な
い
、『
１４
春
闘
の
取

り
組
み
』
に
つ
い
て
、
①
５
月
末

ま
で
に
要
求
討
議
を
終
え
て
、
６

月
１０
日
ま
で
に
提
出
、
②
回
答
引

き
出
し
を
６
月
末
と
し
、
７
月
末

の
妥
結
を
目
指
す
、
③
単
価
引
き

上
げ
の
最
低
価
格
は
ト
ン
一
五
〇

円
、
④
道
路
会
社
・
合
材
協
会
に

対
し
、
統
一
要
請
書
の
提
出
行
動

の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、「
年
間
売
上

が
六
〇
〇
万
円
台
程
度
で
悪
慣
れ

し
て
い
る
。
状
況
打
破
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
」
（
埼
南
・
前
田
朝

霞
）
、「
下
請
の
社
長
が
協
定
直
前

で
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
不
当
労
働

行
為
を
是
正
さ
せ
る
よ
う
支
店
交

渉
を
進
め
る
」
（
神
奈
川
・
前
田

横
浜
分
会
）、「
特
単
が
常
態
化
し
、

売
上
も
減
少
し
て
い
る
」（
埼
北
・

小
川
工
業
）、「
す
で
に
春
闘
要
求

書
を
提
出
し
た
。
単
価
引
き
上
げ

を
勝
ち
取
り
た
い
」
（
栃
木
・
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
壬
生
分
会
）
な
ど
各
職

場
の
代
表
者
が
発
言
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
役
員
体
制
を
選
出
し
、

総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

建
設
産
別
対
策
委
員
会
は
、
３

月
６
日
〜
７
日
に
第
２１
次
ゼ
ネ
コ

ン
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

行
動
に
は
、
ダ
ン
プ
な
ど
他
の

建
設
関
連
業
種
部
会
と
中
央
生
公

連
、
首
都
圏
建
設
共
闘
の
各
加
盟

組
織
の
代
表
者
延
べ
２５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
の
要
請
先
は
鹿

島
建
設
・
大
成
建
設
・
清
水
建
設
・

大
林
組
・
竹
中
工
務
店
・
熊
谷
組
・

前
田
建
設
工
業
・
戸
田
建
設
の
８

社
で
す
。「
単
価
の
引
き
上
げ
」
を

メ
イ
ン
に
要
請
し
ま
し
た
が
、
各

社
の
回
答
は
「
日
建
連
の
単
価
改

善
要
綱
に
沿
っ
て
現
場
調
査
を
実

施
中
」、「
協
力
会
社
に
対
し
て
社

会
保
険
加
入
費
用
を
含
め
た
見
積

も
り
を
提
出
さ
せ
て
い
る
」
な
ど

単
価
引
き
上
げ
を
推
進
す
る
回
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

秋
田
ダ
ン
プ
支
部
は
、
４
月
１３

日
（
日
）
秋
田
市
内
で
開
催
し
た
秋

田
県
本
部
主
催
の
第
１８
回
ト
ラ
ッ

ク
・
ダ
ン
プ
デ
モ
に
参
加
し
ま
し

た
。
秋
田
運
送
支
部
か
ら
７
台
・

１４
人
、
秋
田
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
家

族
を
含
め
１６
台
・
２３
人
、
県
本
部

所
属
の
組
合
員
や
来
賓
の
６
人
、

合
計
４３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
秋
田
運
送
支
部
の
鈴

木
書
記
長
と
秋
田
ダ
ン
プ
支
部
の

高
橋
副
委
員
長
が
決
意
表
明
を
お

こ
な
い
、
出
発
集
会
決
議
を
確
認

し
、
宣
伝
カ
ー
２
台
を
入
れ
て
計

２５
台
の
車
両
が
秋
田
市
の
中
心
部

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
デ
モ
行

進
に
手
を
振
る
市
民
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
。

　

宮
城
ダ
ン
プ
支
部
は
、
４
月
６

日
（
日
）
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
た

宮
城
県
交
通
運
輸
共
闘
会
議
の
総

決
起
集
会
と
車
両
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
ま
し
た
。
全
体
の
車
両
台
数

は
「
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
・
ダ
ン
プ
」
を
合
わ
せ
て
３７
台

で
し
た
。
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
は
８

名
・
１０
台
が
参
加
し
ま
し
た
。
強

風
の
中
、
仙
台
市
民
に
春
闘
要
求

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

地元の新聞社も取材に訪れたトラック・ダンプパレード（４月１３日秋田市内）

組合の運動で国、県と業界団体を動かし、実現した関係者協議（３月１１日沖縄県庁）

２０１４春闘で単価引き上げ、労働条件改善を実現しよう（４月６日埼玉県内）

過積載問題の解決へ
　関係者協議会を開催

ダ
ン
プ
の
仕
事
と
生
活
守
れ

　

直
ち
に
単
価
を
引
き
上
げ
ろ

沖 縄 ダ ン プ

建
設
産
別
対
策
委
員
会

　

第
21
次
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
本社要請

交
運
共
闘
車
両
デ
モ

　

ダ
ン
プ
10
台
参
加
宮城ダンプ

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
デ
モ

　

春
闘
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
秋田ダンプ

第
10
回
合
材
委
員
会
総
会

　

４
支
部
、
10
職
場
が
参
加

全国ダンプ

ダンプ労働者のしんぶん（2）２０１４年４月２５日 第350号


